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１０月１９日（金） 

 担当している補助金の事務で確認したい件があり、利用された方へ電話をかけた。相手の方は最初からなんだ

か不機嫌。はじめから 怒っているような…。そのとき、思い出したのが、お世話になっている電器屋さんの言

葉。以前、お店の電話で話されていたとき、私もそばにいたのだが、電話を切ったあと、私に 

「人はいつも気分のいいとき ばかりではないから、さっきの人はたまたま気分が悪いときだったのでしょう」

人は一瞬一瞬変わるもの。私が電話をした人だって、ひょっとしたら、おいしいものを食べている最中だった

かも知れず、気分のよいときに、私が電話で邪魔をしてしまったのかも。 

  

１０月３１日（水） 

 駅の売店で、缶コーヒーを買った。缶がとても熱くなっていて、持てないくらい。それでレジの人に「このコ

ーヒー熱いですよ」と伝えた。触ったとき、びっくりされないように、気を利かせて言ったつもりだった。で

もレジの人の反応はもうひとつ。私が気を利かせたことに気づいてほしかったのに。他人は自分の思ったよう

にはならない。レジの人はそのようなことにはもう慣れているのかも。 

  

１１月１日（木） 

 今日は「計量記念日」ということで、商店街で啓発用のちらし配り。ちらし配りなんて久しぶりの経験。知ら

ないに人に声を掛けるなんて、最初のうちはとても緊張したけれど、だんだん慣れてきて楽しくなってきた。

熱心に話を聴いてくれる人、「いりません」と断る人などいろいろな人がおられたが、話しかけているのに、聞

こえていないかのように、すーっと行ってしまう人にはちょっとだけ傷ついた。だけど、私も、街でちらしな

ど配っている人がいたとき、急いでいるときなど、 何も言わないで通り過ぎることも多かったなあ。 

  

１１月７日（水） 

 ある研修会に出席した。会場は、私の住むところから、ちょうど琵琶湖の反対側にある。行きは琵琶湖の南を

回り、帰りは北回りの電車に乗った。 

 北回りのほうがすこし距離は長く料金も高いのだが、あまり混まないので楽だから。ところが、帰り、カード

で駅の改札口を通ると、南回りの料金分しか引かれなかった。北回りのほうが南回りよりすこし高いはずなの

に。 

でもすこし考えて、その理由がわかった。改札機は、私がどちらから帰ってきたかなんて、わからないのだか

ら、普通に考えられる料金を引くだろう。でも、これはひょっとして不正なのかな…？（後日、詳しい 

人に訊くと特別区間として認められているとのこと。よかった）。 

  

１２月１３日（木） 

 昨日は朝から一日中、くしゃみと鼻水が止まらなかった。だから今日は、これからの寒い日のためにと思って、

以前、通信販売で買っておいた、発熱するという、あったか肌着を着てみる。こんなに薄くてほんとうに暖か

いのかな…とすこし疑っていたけれど、実際着てみるとこれがとても 暖かくて、すこし歩くと汗ばんでくるぐ

らい。やはり自分で経験するのが 一番よくわかる。 

  

１２月１６日（日） 

 衆議院議員選挙の投票日で、朝から投票所で受付の仕事。お昼頃、同級生のお母さんが来られたとき、私がい

ることに気がついて「また、 実家に寄ったてな！」と。父を亡くしたばかりで、母が寂しい思いをしていると

思って、そう声を掛けてくださったのだ。でも、その同級生のお母さんも、私の父が亡くなるすこし前、ご主

 



人が亡くなったばかりなのに。 

それなのに笑顔でそんなことを言ってもらえるなんて。 

  

１２月２０日（木） 

 仕事の帰り、立ち寄ったスーパーに、「医薬品２割引」のポスターが貼ってある。お薬が２割引き！なかなか

こんな日はない。それで医薬品売り場に行き、ちょっとお値段高めのハンドクリームをレジに持っていき、 

「これも ２割引ですか？」すると 

「よくそういって来られるのですけれど、あれは 土、日だけなのですよ。書いてあったと思いますけれど」ほ

んとうに？ 

 それで帰り、もう一度ポスターを見てみると、確かに書いてあった。 

「２割引」の上に小さい字で「土、日曜日」と…。もっと大きい字で書いてほしかったな…。まあ、私の注意

力も足らなかったのだけれど。 

  

１２月２６日（水） 

 上司の部屋にはいったら、ホワイトボードに何か書いてある。 

「No plan, No occupation」と。「これは何ですか？格言ですか？」と 訊くと、 

「いや、自分がどうしたいのか、何の計画も持たずに、仕事の相談にくる人が多いので、ちょっと書いてみた

ん」とのこと。 

「困ったときに、相談に来てもらうのは全然構わないけれど、まず、自分ならどうするのかを考えてもらわな

いと、あかんと思うんや」そう話された。私も、目の前の 仕事を片付けるのに忙しいときは、その仕事の目的

など忘れてしまっていることが多いのではないかな。目標をもって行動する大切さを、あらためて思った。 

（滋賀県滋賀郡ＣＬインストラクター） 
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